

















































































































































10月26日 （日） に光が丘公園 （練馬区）、10月
27日 （月） に天沼弁天池公園 （船橋市）・錦糸公
園 （墨田区）、10月30日 （木） に日比谷公園 （千
代田区）、10月31日 （金） に九品仏川緑道 （目
黒・世田谷区）・大師公園 （川崎市）、11月2日
（日） に葛西臨海公園 （江戸川区）、11月3日






















































































































































第２図　城西地域 （練馬区・中野区・新宿区・板橋区・杉並区・豊島区） の住民の山の手 （全体） の
認知度による等値線図　n ＝ 36
50―　　―
第３図　都区部外西部地域 （東京都区部外・埼玉県・神奈川県） の住民の山の手 （全体）の
認知度による等値線図　n ＝ 20 
第４図　都区部外東部地域 （千葉県・茨城県） の住民の山の手 （全体） の認知度による等値線図　n ＝ 23
51―　　―
第６図　城東地域 （江東区・足立区・江戸川区・墨田区・荒川区・葛飾区・台東区） の住民の下町 （全体） の
認知度による等値線図　n ＝ 39


















































































第８図　全データの山の手・下町 （全体） の認知地図　山の手 n ＝ 141　下町 n ＝ 140
54―　　―






















































































































































に関する一考察 ― ．地理22 （9）、132－140．
そ同心円状の広がりをもち、東は千葉県まで達
していた。山の手は JR山手線南西部を中心に
西へ延び、世田谷区南部まで広がっていたが、
それ以外の方向は JR山手線に強く影響を受け
る形であった。等値線図が同心円状に近い形と
なった理由としては白地図上に直接書き込む方
法をとったため、なるべくしてなったとも考え
ることができる。つまり、山の手・下町という
俗称地名は広域であるがゆえに、認知される境
界が曖昧、もしくは、山の手・下町のそれぞれ
の域内に境界があまりなく、それが要因となっ
て等値線図は第10図のようになったのではな
いかと考えられる。
筆者が本論で山の手・下町の境界と定めた第
10図中の境界線ABも山手線のルートに大きく
影響を受けていた。具体的なデータはないが、
アンケート調査の際、下町ははっきりと分かる
が山の手のイメージはあまりはっきりしていな
いと口にしていた被験者も多くみられた。そし
て、第8・10図の JR山手線付近への回答の集
中から、筆者は山の手・下町のイメージは今日
においては一組の対のイメージとして認知され
ておらず、山の手というイメージは現在では
「JR山手線」のイメージに取って代わられてい
るのではないかと仮説を立てた。この仮説を検
証するために示した第12・13図では10～30代
